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(57)【要約】
【課題】充電式の二次電池の正確な電池残量を算出して
表示することが可能な情報表示装置を提供する。
【解決手段】電源からの電力供給が断たれたときでも表
示を維持する不揮発性表示部と、不揮発性表示部の表示
内容の書き換え処理を行う表示処理部と、を備えた情報
表示装置において、電源として用いられる電池を充電す
る充電部と、充電部による電池への充電完了を検出する
充電完了検出部と、充電完了検出部によって電池への充
電完了を検出した後に表示処理部によって行われる書き
換え処理の回数をカウントする書き換え回数カウント部
と、書き換え処理の回数に基づいて、電池の電池残量の
情報を導出する電池残量導出部と、電池残量導出部によ
って導出された電池残量の情報の表示処理を行う電池残
量表示処理部と、を備えた情報表示装置とした。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源からの電力供給が断たれたときでも表示を維持する不揮発性表示部と、
　前記不揮発性表示部の表示内容の書き換え処理を行う表示処理部と、を備えた情報表示
装置において、
　前記電源として用いられる電池を充電する充電部と、
　前記充電部による前記電池への充電完了を検出する充電完了検出部と、
　前記充電完了検出部によって前記電池への充電完了を検出した後に前記表示処理部によ
って行われる前記書き換え処理の回数をカウントする書き換え回数カウント部と、
　前記書き換え処理の回数に基づいて、前記電池の電池残量の情報を導出する電池残量導
出部と、
　前記電池残量導出部によって導出された前記電池残量の情報の表示処理を行う電池残量
表示処理部と、を備えたことを特徴とする情報表示装置。
【請求項２】
　前記電池の電圧を検出する電池電圧検出部と、
　所定値以下の電池の電圧に対応して予め規定した設定残量情報が前記電池の電圧と関連
づけて記憶された第２記憶部と、を備え、
　前記電池残量導出部は、前記電池電圧検出部で検出した前記電池の電圧が所定値以下に
なったとき、前記第２記憶部に記憶した設定残量情報を、前記電池残量の情報とすること
を特徴とする請求項１に記載の情報表示装置。
【請求項３】
　前記書き換え処理を行っていない時間をカウントするカウント部と、
　前記カウント部によるカウント値を前記書き換え処理の回数に対応する値に換算し、当
該換算値によって前記書き換え回数カウント部でカウントした前記書き換え処理の回数を
補正する書き換え回数補正部と、を備えたことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載
の情報表示装置。
【請求項４】
　前記書き換え処理に必要な消費電力の情報を記憶する記憶部を備え、
　前記電池残量導出部は、前記書き換え処理の回数と前記消費電力の情報とに基づいて、
前記電池の電池残量の情報を導出することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記
載の情報表示装置。
【請求項５】
　前記記憶部は、前記不揮発性表示部の全表示領域の書き換え処理に必要な消費電力の情
報である第１消費電力情報と、前記不揮発性表示部の一部の表示領域の書き換え処理に必
要な消費電力の情報である第２消費電力情報とを記憶しており、
　前記電池残量導出部は、前記全表示領域の書き換え処理の回数と前記第１消費電力情報
とを乗算した結果と、前記一部の表示領域の書き換え処理の回数と前記第２消費電力情報
とを乗算した結果とに基づいて、前記電池の電池残量の情報を導出することを特徴とする
請求項１～４のいずれか１項に記載の情報表示装置。
【請求項６】
　前記電池残量導出部は、前記電池残量の情報として、前記書き換え処理が可能な回数を
導出することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の情報表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報表示装置に関し、詳しくは、正確な電池残量を表示することができる情
報表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　消費電力が少なく、なおかつ、電源からの電力供給が断たれたときでも表示を維持する
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電気泳動表示パネル等の不揮発性表示部を用いた情報表示装置が知られている。
【０００３】
　かかる情報表示装置では、記憶部に記憶されている電子書籍等のデータファイルに含ま
れるページデータをページ単位で読み出して、不揮発性表示部に表示させるページデータ
を書き換え、あたかもユーザが実際の書籍のページを捲るのと同様な操作で、書籍等のデ
ータファイルを閲覧可能としている。
【０００４】
　そして、ユーザが携帯して場所を選ばず長時間使用可能なように、充電式電池（所謂、
二次電池）を電源として内蔵し、ユーザに充電式電池の電池残量を知らせるため、やはり
充電式電池を用いた携帯電話と同様な電池残量表示を行っていた。つまり、電池を模した
矩形図柄中に複数の区画領域を形成した電池メータを表示し、電池残量に応じて区画領域
の表示数を段階的に変化させて電池残量表示としていた。そして、この電池残量としては
、電池電圧に基づいて算出している（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２０９７１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、測定した電池の電圧に基づいた電池残量表示では、電池電圧の変化が電池残量
の減少に対して緩やかに減少することから、電池電圧に基づいて電池残量を算出する従来
の方法では正確な電池残量の把握が困難であり、必ずしも正確とはいえない。そのため、
上記情報表示装置にかかる技術を適用しても、閲覧可能なページ数を正確に把握すること
が困難である。従って、全てのページを閲覧できないにもかかわらず、持ち運んでしまう
恐れがあり、それ故、電池を満充電にしてから持ち運ぶことをユーザに強要してしまうこ
とにもなりかねず、快適な使用を妨げる結果となっていた。
【０００７】
　本発明は、上述したような課題に鑑みてなされたものであり、ユーザが正確な電池残量
を把握することができる電池残量表示を行うことのできる情報表示装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１に係る発明は、電源からの電力供給が断たれたと
きでも表示を維持する不揮発性表示部と、前記不揮発性表示部の表示内容の書き換え処理
を行う表示処理部と、を備えた情報表示装置において、前記電源として用いられる電池を
充電する充電部と、前記充電部による前記電池への充電完了を検出する充電完了検出部と
、前記充電完了検出部によって前記電池への充電完了を検出した後に前記表示処理部によ
って行われる前記書き換え処理の回数をカウントする書き換え回数カウント部と、前記書
き換え処理の回数に基づいて、前記電池の電池残量の情報を導出する電池残量導出部と、
前記電池残量導出部によって導出された前記電池残量の情報の表示処理を行う電池残量表
示処理部と、を備えた情報表示装置とした。
【０００９】
　また、請求項２に係る発明は、請求項１に記載の情報表示装置において、前記電池の電
圧を検出する電池電圧検出部と、所定値以下の電池の電圧に対応して予め規定した設定残
量情報が前記電池の電圧と関連づけて記憶された第２記憶部と、を備え、前記電池残量導
出部は、前記電池電圧検出部で検出した前記電池の電圧が所定値以下になったとき、前記
第２記憶部に記憶した設定残量情報を、前記電池残量の情報とすることを特徴とする。
【００１０】
　また、請求項３に係る発明は、請求項１又は請求項２に記載の情報表示装置において、



(4) JP 2010-239817 A 2010.10.21

10

20

30

40

50

前記書き換え処理を行っていない時間をカウントするカウント部と、前記カウント部によ
るカウント値を前記書き換え処理の回数に対応する値に換算し、当該換算値によって前記
書き換え回数カウント部でカウントした前記書き換え処理の回数を補正する書き換え回数
補正部と、を備えたことを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項４に係る発明は、請求項１～３のいずれか１項に記載の情報表示装置にお
いて、前記書き換え処理に必要な消費電力の情報を記憶する記憶部を備え、前記電池残量
導出部は、前記書き換え処理の回数と前記消費電力の情報とに基づいて、前記電池の電池
残量の情報を導出することを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項５に係る発明は、請求項１～４のいずれか１項に記載の情報表示装置にお
いて、前記記憶部は、前記不揮発性表示部の全表示領域の書き換え処理に必要な消費電力
の情報である第１消費電力情報と、前記不揮発性表示部の一部の表示領域の書き換え処理
に必要な消費電力の情報である第２消費電力情報とを記憶しており、前記電池残量導出部
は、前記全表示領域の書き換え処理の回数と前記第１消費電力情報とを乗算した結果と、
前記一部の表示領域の書き換え処理の回数と前記第２消費電力情報とを乗算した結果とに
基づいて、前記電池の電池残量の情報を導出することを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項６に係る発明は、請求項１～５のいずれか１項に記載の情報表示装置にお
いて、前記電池残量導出部は、前記電池残量の情報として、前記書き換え処理が可能な回
数を導出することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、不揮発性表示部に表示される電池残量表示により、充電式の電池残量
を正確に知ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る情報表示装置の外観を示す説明図である。
【図２】情報表示装置の不揮発性表示部における電子書籍の表示態様を示す説明図である
。
【図３】情報表示装置の不揮発性表示部における電池残量表示の態様を示す説明図である
。
【図４】情報表示装置の電気的構成を示す説明図である。
【図５】情報表示装置の書き換え可能回数算出処理の流れを示す説明図である。
【図６】情報表示装置の書き換え可能回数算出処理の流れを示す説明図である。
【図７】情報表示装置の非充電初期設定処理の流れを示す説明図である。
【図８】情報表示装置のスリープモード時間積算処理の流れを示す説明図である。
【図９】情報表示装置の書き換え可能回数再算出処理の流れを示す説明図である。
【図１０】情報表示装置に記憶されている各種データを示す図である。
【図１１】情報表示装置に記憶されている各種データを示す図である。
【図１２】情報表示装置に用いられる充電式電池の放電負荷特性を示すグラフである。
【図１３】情報表示装置に用いられる充電式電池の放電負荷特性を示すグラフである。
【図１４】情報表示装置に用いられる充電式電池の充放電サイクル特性を示すグラフであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の一実施形態を、図面を参照して説明する。
【００１７】
　［１．情報表示装置の概要］
　まず、図１～図３を参照して、本実施形態の情報表示装置１の外観及び主な動作につい
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て説明する。図１は情報表示装置１の外観を示す説明図である。
【００１８】
　情報表示装置１は、平面視方形状で薄型の装置であり、図１に示すように、その正面に
は略Ａ４サイズの大きさの不揮発性表示部２が設けられている。この不揮発性表示部２は
、例えば、電気泳動表示パネル等からなり、所定の分散媒中に分散された帯電粒子を電気
泳動させることにより表示を行うことができ、電力の供給が断たれた場合であっても、そ
の表示を維持することができるという特徴的な性質を有する。
【００１９】
　なお、本実施形態においては、不揮発性表示部２を電気泳動表示パネルからなるものと
して説明するが、これに限らず、電力の供給が断たれた場合であっても、その表示を維持
することができる不揮発性表示パネルであればよく、例えば、光学異方性方式の表示素子
（コレステリック液晶、強誘電性液晶など）を備えた表示パネル、粒子回転方式の表示素
子を備えた表示パネル、粒子移動方式の表示素子を備えた表示パネルなども用いることが
できる。
【００２０】
　また、情報表示装置１の下部には、充電可能な二次電池である電池７と、この電池７を
充電するための電源制御部１５が内蔵されている。そして、電源制御部１５の下方には、
外部から電源制御部１５へ電力を供給するためにＡＣアダプタなどを接続する外部接続端
子１８が設けられている。なお、本実施形態における電源制御部１５は、電池７を充電す
るための充電部、電池７への充電が完了したことを検出する充電完了検出部、電池７の電
圧を検出する電池電圧検出部としての複数の機能を有するものである。
【００２１】
　充電可能な二次電池としては、例えば、ニッカド電池（ニッケルカドミウム電池）、ニ
ッケル水素電池、リチウムイオン電池などがあるが、本実施形態においては、相対的に重
量に応じた蓄電容量が大きく、安定した放電負荷特性を持つリチウムイオン電池を電池７
として用いている。
【００２２】
　また、不揮発性表示部２の右側には、情報表示装置１の状態を示すＬＥＤ３と、操作ボ
タン４が配置されている。操作ボタン４には、電源ボタン５ａ、メニューボタン５ｂ、縮
小ボタン５ｃ、拡大ボタン５ｄ、ページ送り次ボタン５ｆ，ページ送り前ボタン５ｇ，選
択ボタン６（６ａ～６ｍ）が含まれる。
【００２３】
　そして、情報表示装置１のユーザは、操作ボタン４を操作して不揮発性表示部２に表示
させる電子書籍などのデータファイルの選択、表示などを行うことができる。なお、本実
施形態の情報表示装置１で扱うことができる電子書籍などのデータファイルには、文字や
図形などからなるドキュメントを表示させるためのデータファイル（以下、「ドキュメン
トファイル」と呼ぶ。）、写真、ＣＧなどのグラフィック画像を表示させるためのデータ
ファイルなどがあるが、これに限られるものではない。なお、以下においては、説明を容
易にするためにデータファイルとしてドキュメントファイルを例に挙げて説明することと
する。また、ドキュメントファイルには、不揮発性表示部２に表示するページ単位のデー
タとしてページデータがページ分だけ含まれている。
【００２４】
　情報表示装置１の右側面には、後述するメモリカードＩ／Ｆ１６にメモリカード８を接
続可能としている。このメモリカード８は、例えば、書き換え可能で、かつ電源を切って
もデータが消えない不揮発性の半導体メモリで構成された記憶媒体であり、複数の電子書
籍のドキュメントファイルが記憶されたものである。そして、情報表示装置１は、メモリ
カード８に記憶されている複数の電子書籍のドキュメントファイルから、ユーザが選択し
た任意の電子書籍のドキュメントファイルをメモリカードＩ／Ｆ１６を介して読み込んで
当該ドキュメントファイルに含まれるページデータを不揮発性表示部２に表示させて閲覧
可能としている。
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【００２５】
　ここで、メモリカード８に記憶されている複数のドキュメントファイルの中から、ユー
ザが操作ボタン４を操作して、任意のドキュメントファイルを選択して不揮発性表示部２
に表示させるまでを図２を用いて説明する。図２は情報表示装置１の不揮発性表示部２に
ドキュメントファイルに含まれるページデータが表示されるまでの手順を説明する説明図
である。
【００２６】
　まず、ユーザが電源ボタン５ａにより情報表示装置１の電源を投入して、メニューボタ
ン５ｂを押下すると、メモリカード８にドキュメントファイルが記憶されている複数の電
子書籍のタイトル（電子書籍名）を読み出して１０タイトル毎のタイトルリスト２ａを不
揮発性表示部２に表示する。このとき、１０個の選択ボタン６（６ｃ～６ｌ）にそれぞれ
対応した位置に各ドキュメントファイルのタイトルが表示される。
【００２７】
　また、不揮発性表示部２の表示領域のうち左下端位置には、ページ位置情報２ｂが表示
される。このページ位置情報２ｂには、メモリカード８に記憶されている複数の電子書籍
に対応して表示されるタイトルリスト２ａの総ページ数と、不揮発性表示部２に表示され
ているタイトルリスト２ａのページ位置とが表示されている。例えば、図２（ａ）に示す
ページ位置情報２ｂでは、総ページ数１０ページのタイトルリスト２ａのうち、その１ペ
ージ目のタイトルリスト２ａが不揮発性表示部２に表示されていることを示す。
【００２８】
　そして、１ページ目のタイトルリスト２ａが不揮発性表示部２に表示された状態で、ユ
ーザが閲覧を希望する電子書籍のドキュメントファイルが見つからなかった場合は、ペー
ジ送り次ボタン５ｆを押下すると、図２（ｂ）に示すように、２ページ目のタイトルリス
ト２ａが不揮発性表示部２に表示される。この時、ユーザが前回のタイトルリスト２ａに
戻りたい場合は、ページ送り前ボタン５ｇを押下すると、再び１ページ目のタイトルリス
ト２ａが不揮発性表示部２に表示される。
【００２９】
　次に、ユーザは図２（ｂ）に示す２ページ目のタイトルリスト２ａが不揮発性表示部２
に表示されている状態で、例えば、閲覧を希望するドキュメントファイルのタイトル「○
×△□物語」に対応した選択ボタン６ｈを押下すると、図２（ｃ）に示すように、「○×
△□物語」の１ページ目のページデータ２ｄが不揮発性表示部２に表示される。この場合
、不揮発性表示部２にはページ位置情報２ｂとして、総ページ数３５６ページの「○×△
□物語」の１ページ目が表示されていることが示されている。
【００３０】
　ユーザが１ページ目のページデータ２ｄを読み終え、ページ送り次ボタン５ｆを押下す
ると、図２（ｄ）に示すように、「○×△□物語」の２ページ目のページデータ２ｄが不
揮発性表示部２に表示される。この時、ユーザが１ページ目のページデータ２ｄを読み返
したい場合は、ページ送り前ボタン５ｇを押下すると、再び「○×△□物語」の１ページ
目のページデータ２ｄが不揮発性表示部２に表示される。
【００３１】
　このようにして、本実施形態においては、ユーザが情報表示装置１の操作ボタン４の各
種ボタンを操作することにより、メモリカード８に記憶されている複数の電子書籍のドキ
ュメントファイルの中から、閲覧を希望する任意の電子書籍のドキュメントファイルを選
択するとともに、選択したドキュメントファイルのページデータを順次閲覧することを可
能としている。
【００３２】
　また、縮小ボタン５ｃ及び拡大ボタン５ｄは、例えば、不揮発性表示部２に表示される
ページデータの文字の大きさを、ユーザが読み易い大きさに所定の段階（例えば、３段階
）で任意に変更することを可能とするためのものである。
【００３３】
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　ところで、本実施形態の情報表示装置１においては、充電可能な電池７を電源としてお
り、情報表示装置１の使用中は、図２（ａ）～（ｄ）に示すように、不揮発性表示部２の
右下端位置に電池７の電池残量を示す電池残量情報２ｃが表示される。
【００３４】
　以下、本実施形態の特徴であるところの電池残量情報２ｃの表示態様を、図２及び図３
を参照して説明する。図３は情報表示装置１の不揮発性表示部２に表示される電池残量情
報２ｃの表示態様を説明する説明図である。
【００３５】
　本実施形態における電池残量は、図３（ａ）に示すように、充電式電池を電源として用
いている携帯電話と同様な電池残量表示、つまり、電池残量を３段階で示す３つの区画領
域が形成された電池模式図とした電池メータを電池残量情報２ｃとして表示し、電池残量
に応じて区画領域の表示数を変化させるとともに、この電池模式図の左隣には、不揮発性
表示部２の表示内容の書き換え処理を現在の電池残量で実行可能な回数（以下、書き換え
可能回数という）を表示している。すなわち、電気泳動表示パネルからなる不揮発性表示
部２に表示されるドキュメントファイルのページデータを、現在の電池残量で書き換える
ことが可能な回数が電池残量情報２ｃとして不揮発性表示部２に数字で表示される。
【００３６】
　この書き換え可能回数は、電池７が、例えば、充電完了時の電池容量（以下、満電池容
量）が１１００ｍＡｈのリチウムイオン電池の場合であって、情報表示装置１の不揮発性
表示部２に１回のページデータの書き換えに要する消費電流を３００ｍＡｈ、書き換え時
間を１ｓ（１秒）とすると以下のように算出される。すなわち、１回のページデータの書
き換えに要する消費容量は、３００ｍＡｈ×１ｓ＝０．０８ｍＡｈであるため、満電池容
量での書き換え可能回数は、１１００ｍＡｈ÷０．０８ｍＡｈ＝１３７５０（回）と算出
される。
【００３７】
　そして、満電池容量での書き換え可能回数（ここでは、１３７５０回）の状態から、ユ
ーザが電子書籍のドキュメントファイルに含まれるページデータを閲覧するために、不揮
発性表示部２に表示されているページデータを変更、つまり、不揮発性表示部２のページ
データを新たなページデータへ書き換える毎に、１回減算されて表示されることになる。
【００３８】
　すなわち、図２（ａ）に示すように、タイトルリスト２ａの１ページ目が不揮発性表示
部２に表示されるとともに、電池残量情報２ｃとして「１３７００回」の書き換え可能回
数が表示されている状態から、ユーザがページ送り次ボタン５ｆを押下すると、図２（ｂ
）に示すように、不揮発性表示部２の表示内容は書き換えられて２ページ目のタイトルリ
スト２ａが表示される。このとき、電池残量情報２ｃとして表示される書き換え可能回数
は、「１３７００回」から１回分減算された回数、つまり、「１３６９９回」が表示され
ることになる。
【００３９】
　同様にして、電子書籍のドキュメントファイルを閲覧中においても、図２（ｃ）に示す
ように、電池残量情報２ｃとして「１３６９８回」の書き換え可能回数が表示されている
状態から、ユーザがページ送り次ボタン５ｆを押下すると、図２（ｄ）に示すように、次
のページのページデータが不揮発性表示部２に表示されるとともに、電池残量情報２ｃと
して表示される書き換え可能回数は、「１３６９８回」から１回分減算された回数、つま
り、「１３６９７回」が表示されることになる。
【００４０】
　このようにして、本実施形態においては、電池７の電池残量を、表示内容の書き換え可
能回数で表示しているので、ユーザが情報表示装置１を使用して電子書籍のドキュメント
ファイルを閲覧する場合に、表示内容の書き換え可能回数、言い換えると、閲覧すること
が可能なページデータのページ数によって電池７の電池残量を表示することができる。し
たがって、ユーザは電池残量を正確に知ることができ、しかもユーザ自ら行う操作に直結
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した残量表示となるため極めて判り易い。さらに、ユーザは、例えば、電池残量に応じた
ページ数の電子書籍を選択することができるなど、折角の電子書籍の閲覧が電池切れによ
って妨げられることも防ぐことができる。
【００４１】
　また、本実施形態においては、電池残量情報２ｃとして書き換え可能回数だけではなく
、３つの区画領域を有する電池メータを表示して３段階に区分された電池残量表示を行っ
ている。１つの区画領域は満電池容量（１１００ｍＡｈ）の１／３に相当している。
【００４２】
　すなわち、電池メータでは、書き換え可能回数に応じた電池残量表示が可能となってお
り、例えば、図１０（ｂ）に示すように、書き換え可能回数が「９１６０回～１３７５０
回」の範囲の電池残量表示は３本となり、電池メータの３つの区画領域を全て点灯させて
表示する。また、書き換え可能回数が「４５８０回」～「９１５９回」の範囲の電池残量
表示は、電池メータの左端の区画領域を一つ消灯して、電池残量が２／３になったこと表
示する。さらに、書き換え可能回数が「１回」～「４５７９回」の範囲の電池残量表示は
、電池メータの左端と中央の二つの区画領域を消灯して、電池残量が１／３になったこと
表示することで、ユーザに充電のタイミングを知らせている。
【００４３】
　また、外部接続端子１８（図１）に外部電源としてＡＣアダプタが接続されて電力供給
されている場合、電源制御部１５は、電池７を充電するための充電部として機能すること
になる。この場合は、図３（ｂ）に示すように、電池残量情報２ｃとして表示される書き
換え可能回数は充電中の文字に置き換えられ、電池メータの区画領域を全て点灯させると
ともに、その周囲を点滅させることにより充電中であることを表示している。
【００４４】
　ところで、本実施形態における情報表示装置１の動作モードは、書き換えモード、スリ
ープモード、ディープスリープモード、シャットダウンモードの４種類に分類されている
。以下、情報表示装置１の動作モードと電池残量との関係について、図１０を参照して説
明する。
【００４５】
　書き換えモードは、不揮発性表示部２に表示するドキュメントファイルのページデータ
を書き換えるための動作モードである。この書き換えモードでは、例えば、不揮発性表示
部２、表示制御部１４、メモリカードＩ／Ｆ１６（図４参照）などの周辺装置及びＣＰＵ
１０に対して電力供給が制限されず最も消費電流の大きい動作モードである。図１０（ａ
）に示すように１回の書き換え処理当たりの消費電流は３００ｍＡである。
【００４６】
　なお、本実施形態においては、上記４種類の動作モードの中で、書き換えモードが実行
される場合にのみ表示制御部１４から不揮発性表示部２へ駆動信号が出力されて不揮発性
表示部２に電力供給が行われ、書き換えモード以外の動作モードでは、表示制御部１４か
ら不揮発性表示部２へ駆動信号が出力されず不揮発性表示部２には電力供給が行われない
。また、ディープスリープモード、及び、シャットダウモードでは、表示制御部１４への
電力供給を停止して省電力化を実現している。
【００４７】
　一方、書き換えモード以外のスリープモード、ディープスリープモード、シャットダウ
ンモードは、図１０（ｄ）に示すように省電力の動作モードであり、各モードに応じて消
費電流が異なっている。
【００４８】
　スリープモードは、書き換えモードが終了した直後の動作モードであり、例えば、表示
制御部１４、メモリカードＩ／Ｆ１６（図４参照）などの周辺装置への電流の供給を制限
して省電力を図っている。このスリープモード時の消費電流は図１０（ｄ）に示すように
２５ｍＡである。
【００４９】



(9) JP 2010-239817 A 2010.10.21

10

20

30

40

50

　ディープスリープモードは、スリープモードで所定時間（例えば、３秒）経過したこと
を条件として移行する動作モードである。そして、表示制御部１４、メモリカードＩ／Ｆ
１６（図４参照）などの周辺装置及びＣＰＵ１０に対する電流の供給を制限して、スリー
プモードよりもさらに省電力を図っている。スリープモード時の消費電流は図１０（ｄ）
に示すように２．５ｍＡである。
【００５０】
　シャットダウンモードは、ディープスリープモードが所定時間（例えば、１０分）経過
するか、又はユーザにより電源ボタン５ａが操作された場合に移行する動作モードである
。このシャットダウンモードでは、時計用カウンタ１７（図４参照）にのみ電力が供給さ
れ、それ以外の表示制御部１４、メモリカードＩ／Ｆ１６（図４参照）などの周辺装置及
びＣＰＵ１０に対しては、電力供給が遮断されている。つまり、最も消費電流の少ない動
作モードである。シャットダウンモード時の消費電流は図１０（ｄ）に示すように０．０
２５ｍＡである。
【００５１】
　そして、本実施形態の情報表示装置１においては、書き換えモード以外の省電力モード
（スリープモード、ディープスリープモード、シャットダウンモード）においても各モー
ドによる処理時間に応じた消費電流に応じて、不揮発性表示部２に電池残量情報２ｃとし
て表示される電池メータ及び書き換え可能回数を変更する書き換え回数補正部としての機
能を備えている。
【００５２】
　すなわち、詳細は後述するが、省電力モードの実行時間を測定可能なカウンタ１９、時
計用カウンタ１７（図４参照）を備えており、図１０（ｄ）に示すように、それぞれの省
電力モードによる処理時間が所定時間に到達すると、書き換えモード１回分の消費電流に
相当するため、それぞれの省電力モードによる処理時間に応じて消費電流を積算し、書き
換えモード１回分の消費電流に相当した場合は、書き換え可能回数を減算して、不揮発性
表示部２に電池残量情報２ｃとして表示させるのである。
【００５３】
　［２．情報表示装置の具体的構成］
　次に、上述した情報表示装置１の具体的構成の例を挙げてより具体的にその構成及び動
作を説明する。
【００５４】
　［２．１　情報表示装置の全体構成］
　まず、図４を参照して、情報表示装置１の電気的構成について説明する。
【００５５】
　図４に示すように、情報表示装置１には、不揮発性表示部２、ＬＥＤ３、操作ボタン４
、電池７、メモリカード８、ＣＰＵ１０、ＲＯＭ１１、ＲＡＭ１２、ＥＥＰＲＯＭ１３、
表示制御部１４、電源制御部１５、メモリカードＩ／Ｆ１６、時計用カウンタ１７、外部
接続端子１８、カウンタ１９が設けられている。
【００５６】
　ＲＯＭ１１には各種情報及び情報表示装置１を動作させるプログラムが記憶されており
、ＣＰＵ１０は、このプログラムをＲＯＭ１１から読み出して実行することにより制御部
として機能することで、書き換え回数カウント部、電池残量導出部、書き換え回数補正部
などとして動作するとともに、情報表示装置１の全体の制御を司る。
【００５７】
　また、ＲＯＭ１１は本実施形態における記憶部及び第２記憶部として機能するものであ
り、図１０に示すように、１回当たりの書き換え情報（図１０（ａ））、電池残量の表示
方法（図１０（ｂ））、電池電圧３．５Ｖ以下のときの書き換え可能回数（図１０（ｃ）
）、各省電力モード時の１回書き換え分の相当時間（図１０（ｄ））、書き換えモードに
対する算出方法（図１０（ｅ））などがデータテーブルとして記憶されている。
【００５８】
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　また、ＲＯＭ１１は、図１１に示すように、電池電圧３．５Ｖ以下のときの書き換え可
能回数がデータテーブルとして記憶されている。
【００５９】
　なお、各種情報やプログラムをＲＯＭ１１に予め記憶させておくのではなく、メモリカ
ードＩ／Ｆ１６を介して、メモリカード８などの記憶媒体から各種情報やプログラムを取
り出してＲＯＭ１１に記憶するようにしてもよい。この場合、メモリカード８には各種情
報やプログラムが記憶され、また、ＲＯＭ１１としては書き換え可能なＥＥＰＲＯＭなど
を用いるとよい。
【００６０】
　ＲＡＭ１２は各種のデータを一時的に記憶するメモリであり、ＣＰＵ１０による制御処
理時に用いられる。
【００６１】
　ＥＥＰＲＯＭ１３は、上述した書き換え可能回数などが記憶されている不揮発性のメモ
リである。
【００６２】
　また、操作ボタン４として、図１に示す各種操作ボタン５ａ～５ｇ，６ａ～６ｍを有し
ている。そして、各ボタンが、ユーザにより操作された場合に、所定の検出信号をＣＰＵ
１０に供給する。
【００６３】
　表示制御部１４は、不揮発性表示部２への表示内容やＬＥＤ３への表示内容を制御する
。この表示制御部１４には、不揮発性表示部２を構成する電気泳動表示パネルの画素電極
への電圧印加を行うＴＦＴを動作させる後述のゲートドライバ及びソースドライバを制御
するためのＦＰＧＡ、パネル駆動に必要な電源生成部（ＤＣ－ＤＣコンバータなど）等が
備えられている。本実施形態における表示制御部１４は、不揮発性表示部２に表示される
表示内容の書き換え処理をおこなう表示処理部、さらに、電池残量の情報の表示処理を行
う電池残量表示処理部として機能することになる。
【００６４】
　また、本実施形態における情報表示装置１は、外部電源であるＡＣアダプタから電力供
給を受けていない場合には電池７の電力で駆動され、外部接続端子１８にＡＣアダプタな
どが接続されて電力供給を受けている場合にはＡＣアダプタの電力で駆動されるように電
源制御部１５により制御される。
【００６５】
　この電源制御部１５は、情報表示装置１を電池７の電力で駆動する場合に、電池７の電
圧を検出する電池電圧検出部として機能し、外部接続端子１８にＡＣアダプタが接続され
このＡＣアダプタから電力供給を受けている場合には、電池７を充電する充電部、及び電
池７の充電完了を検出する充電完了検出部として機能する。
【００６６】
　また、メモリカード８には、複数の電子書籍のドキュメントファイルが記憶されており
、メモリカードＩ／Ｆ１６は、メモリカード８から電子書籍のドキュメントファイルに含
まれるページデータを読み取り、書き込みを制御する。ＣＰＵ１０は、メモリカードＩ／
Ｆ１６を制御してメモリカード８から電子書籍のドキュメントファイルのタイトルやペー
ジデータなどの情報を読み取り、不揮発性表示部２に表示させる制御を行う。
【００６７】
　カウンタ１９は、カウント時間の異なる後述する複数のカウンタ１及びカウンタ２から
構成され、ＣＰＵ１０の開始指示に従い所定の時間をカウントする。このカウンタ１９は
本実施形態における書き換え処理を行っていない時間をカウントするカウント部として機
能するものである。
【００６８】
　時計用カウンタ１７は、情報表示装置１における時間を計時するためのものであり、常
に所定の電力が供給されている。
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【００６９】
　［２．２　情報表示装置１の具体的動作］
　次に、本実施形態における情報表示装置１の書き換え可能回数算出処理について図５～
図８を参照して説明する。かかる書き換え可能回数算出処理を行うＣＰＵ１０は、本実施
形態における書き換え回数カウント部、電池残量導出部、書き換え回数補正部として機能
することになる。
【００７０】
　なお、以下においては、電池７の電池残量を書き換え可能回数に換算して表示する処理
を主に説明する。図５及び図６は書き換え可能回数算出処理の流れを示す説明図である。
この書き換え可能回数算出処理は、情報表示装置１がＡＣアダプタではなく内蔵された電
池７から電力を供給され起動したときに実行される処理であり、ユーザにより情報表示装
置１の電源が既に投入され、ＣＰＵ１０が動作しているものとする。
【００７１】
　情報表示装置１のＣＰＵ１０は、まず、充電中信号を受信しているか否かを判断し、充
電中信号を受信していないと判別した場合（ステップＳ１０１：ＮＯ）はステップＳ１０
４に処理を移す。一方、充電中信号を受信していると判別した場合（ステップＳ１０１：
ＹＥＳ）はステップＳ１０２へ処理を移す。このステップＳ１０１において判断される充
電中信号は、外部接続端子１８にＡＣアダプタが接続されこのＡＣアダプタから電力供給
がされている場合に、電源制御部１５（図４）からＣＰＵ１０に送信されるものである。
すなわち、本実施形態においては、情報表示装置１が外部電源であるＡＣアダプタにより
駆動されている場合には、書き換え可能回数算出処理は実行されないことになる。
【００７２】
　ステップＳ１０２において、ＣＰＵ１０は、充電完了信号を受信したか否かを判断する
。そして、充電完了信号を受信していないと判別した場合（ステップＳ１０２：ＮＯ）は
ステップＳ１０３へ処理を移す。一方、充電完了信号を受信したと判別した場合（ステッ
プＳ１０２：ＹＥＳ）はステップＳ１０５へ処理を移す。このステップＳ１０２において
判断される充電完了信号は、外部接続端子１８にＡＣアダプタが接続されこのＡＣアダプ
タから電力供給がされて電源制御部１５が電池７の充電を制御し、なおかつ、電池７が所
定の電池容量（例えば、１１００ｍＡｈ）に達するとともに、電源制御部１５による電池
７の充電が停止された場合、言い換えると、電池７が満電池容量の状態で情報表示装置１
を動作させることができる状態になった場合に、電源制御部１５（図４参照）からＣＰＵ
１０に送信される信号である。
【００７３】
　ステップＳ１０３において、ＣＰＵ１０は、ユーザにより電源ボタン５ａが操作された
か否かを判断し、電源ボタン５ａが操作されたと判別した場合（ステップＳ１０３：ＹＥ
Ｓ）はステップＳ１２７（図６）へ処理を移す。一方、電源ボタン５ａが操作されていな
いと判別した場合（ステップＳ１０３：ＮＯ）はステップＳ１０１へ処理を移す。
【００７４】
　ステップＳ１０４において、ＣＰＵ１０は非充電初期設定処理を実行する。この非充電
初期設定処理では、詳細は後述するが、シャットダウンモード状態であった時間を計測す
るとともに、シャットダウン中の電池７の消費電力を積算して書き換え可能回数に換算す
る処理を実行し、さらに、電池７の電圧に応じて書き換え可能回数を決定する処理を実行
する。そして、この処理が終了するとステップＳ１０８へ処理を移す。
【００７５】
　充電完了信号を受信したと判別した場合（ステップＳ１０２：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は
、電源制御部１５に電池７の電圧を検出させ（ステップＳ１０５）、検出値をＥＥＰＲＯ
Ｍ１３の所定の領域に保存する。次いで、情報表示装置１の不揮発性表示部２に表示され
るページデータの１回あたりの書き換え処理に必要な消費電力の情報（図１０（ａ））を
読み込む（ステップＳ１０６）。
【００７６】
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　そして、ＣＰＵ１０は、ステップＳ１０７において、電池７の満電池容量（１１００ｍ
Ａｈ）と、先の処理で読み込んだ１回あたりの書き換え情報（図１０（ａ））に基づいて
、電池７の充電完了時におけるページデータの書き換え可能回数を算出してＥＥＰＲＯＭ
１３の所定の領域に保存する。そして、この処理が終了するとステップＳ１０８へ処理を
移す。
【００７７】
　上記ステップＳ１０７において算出される電池７の充電完了時の書き換え可能回数の具
体的な算出方法は次の演算による。すなわち、電池７の満電池容量（ここでは１１００ｍ
Ａｈとする。）÷１回あたりの書き換え消費容量（ここでは０．０８ｍＡｈとする。）＝
１３７５０（回）となり、本実施形態における電池７の充電完了時の書き換え可能回数と
して１３７５０回が算出され、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存されることになる。
【００７８】
　ステップＳ１０４又はステップＳ１０７の処理の後に実行されるステップＳ１０８では
、ＣＰＵ１０は、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存された書き換え可能回数と、この
書き換え可能回数に対応した電池メータを用いた電池残量の表示方法の情報（図１０（ｂ
）参照）を読み込み、読み込んだ結果に基づいて電池残量の表示を行う。すなわち、ここ
で読み込まれた電池メータを用いた電池残量表示と書き換え可能回数の情報が、ＣＰＵ１
０から表示制御部１４に出力されることで、電池残量情報２ｃ（図２参照）として電池メ
ータや書き換え可能回数が不揮発性表示部２に表示されることになる。
【００７９】
　ステップＳ１０９において、ＣＰＵ１０は、情報表示装置１の動作モードをスリープモ
ードに移行させる。上述したように、本実施形態における情報表示装置１の動作モードは
、書き換えモード、スリープモード、ディープスリープモード、シャットダウンモードの
４種類が規定され、このうち、省電力モード（図１０（ｄ）参照）であるスリープモード
に移行させるのである。
【００８０】
　ステップＳ１１０において、ＣＰＵ１０は、カウンタ１に対してカウント開始を指示す
る。つまり、スリープモードでの経過時間を計測するために、上述したカウント時間の異
なる複数のカウンタ（カウンタ１９（図４参照））の一つであるカウンタ１を、所定時間
（例えば、０．１秒）単位でカウントさせるのである。
【００８１】
　ステップＳ１１１において、ＣＰＵ１０は、画面書き換え指示が入力されたか否かを判
断する。そして、画面書き換え指示が入力されたと判別した場合（ステップＳ１１１：Ｙ
ＥＳ）はステップＳ１１３へ処理を移す。一方、画面書き換え指示が入力されていないと
判別した場合（ステップＳ１１１：ＮＯ）は、ステップＳ１１２において、ＣＰＵ１０は
、カウンタ１の計測時間が３秒以上経過したか否かを判断する。そして、３秒以上経過し
たと判別した場合（ステップＳ１１２：ＹＥＳ）はステップＳ１１５へ処理を移す。また
、３秒以上経過していないと判別した場合（ステップＳ１１２：ＮＯ）はステップＳ１１
１へ処理を戻す。
【００８２】
　このステップＳ１１１及びステップＳ１１２の処理では、ＣＰＵ１０はスリープモード
での経過時間が所定時間（つまり、３秒以上）経過するまでをカウンタ１で計測するとと
もに、この間に画面書き換え指示の入力、つまり、情報表示装置１のメニューボタン５ｂ
、縮小ボタン５ｃ、拡大ボタン５ｄ、ページ送り次ボタン５ｆ，ページ送り前ボタン５ｇ
が、ユーザにより操作されて、不揮発性表示部２に表示させるページデータの書き換え指
示の入力を監視している。
【００８３】
　ステップＳ１１３において、ＣＰＵ１０は、カウンタ１の値をスリープモードでの経過
時間として、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存されている変数Ａに加算して保存する
とともに、カウンタ１に対してカウント停止及びリセットを指示する。つまり、画面書き
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換え指示が入力された場合は、情報表示装置１の動作モードはスリープモードから書き換
えモードに移行するため、それまでのスリープモードでの経過時間を保存してカウンタ１
を停止させる。
【００８４】
　そして、ステップＳ１１４において、ＣＰＵ１０は、書き換え可能回数再算出処理（図
９参照）を実行する。この書き換え可能回数再算出処理では、詳細は後述するが、ＥＥＰ
ＲＯＭ１３の所定の領域に保存されている書き換え可能回数を減算するとともに、電池７
の充電が完了する前に本書き換え可能回数処理が実行された場合に、電池７の電圧に応じ
て書き換え可能回数の補正が行われる場合がある。そして、この処理が終了するとステッ
プＳ１０８へ処理を移す。
【００８５】
　なお、上記ステップＳ１１４の処理においては、ＣＰＵ１０は、書き換え可能回数再算
出処理を実行する前に、不揮発性表示部２で書き換えられるページデータの割合に応じて
、書き換え回数の減算回数を設定する。
【００８６】
　つまり、図１０（ｅ）に示すように、本実施形態においては、メモリカード８に記憶さ
れている不揮発性表示部２で書き換えられるページデータの割合が、不揮発性表示部２の
全表示領域に対するものである場合（つまり、「全書き換え」の場合）は、１回の書き換
え消費容量に対して「×１」（１００％）が、不揮発性表示部２の一部の表示領域に対す
るものである場合（つまり、「部分書き換え」の場合）は１回の書き換え消費容量に対し
て「×０．５」（５０％）が設定される。
【００８７】
　また、本実施形態においては、図１０（ｅ）に示す「全書き換え」時の「１回の書き換
え消費容量×１」が第１消費電力情報に、「部分書き換え」時の「１回の書き換え消費容
量×０．５」が第２消費電力情報に相当する。そして、ここで設定された「全書き換え」
の減算回数「１回」又は「部分書き換え」の減算回数「０．５回」は、書き換え可能回数
再算出処理（図９参照）において、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存されている書き
換え可能回数から減算されることになる。
【００８８】
　ステップＳ１１５において、ＣＰＵ１０は、スリープモード時間積算処理を実行する。
詳細は後述するが、このスリープモード時間積算処理においては、スリープモードでの経
過時間を積算して、積算したスリープモードでの経過時間の消費電力が、情報表示装置１
の不揮発性表示部２に表示されるページデータの１回あたりの書き換え処理に必要な消費
電力に達した場合は、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存されている書き換え可能回数
を減算（つまり、－１）する処理を実行する。この処理が終了するとステップＳ１１６へ
処理を移す。
【００８９】
　ステップＳ１１６において、ＣＰＵ１０は、情報表示装置１の動作モードをディープス
リープモードに移行させる。この処理では、情報表示装置１の動作モードを上述した省電
力モードのうち、スリープモードよりもさらに消費電力の少ないディープスリープモード
に移行させる。本実施形態においては、画面書き換え指示の入力を検出しない状態でスリ
ープモードが３秒間継続すると、自動的にディープスリープモードに移行することになる
。
【００９０】
　ステップＳ１１７において、ＣＰＵ１０は、カウンタ２に対してカウント開始を指示す
る。すなわち、この処理においては、ディープスリープモードでの経過時間を計測するた
めに、上述したカウント時間の異なる複数のカウンタ（カウンタ１９（図４参照））の一
つであるカウンタ２を、所定時間（例えば、１秒）単位でカウントさせる。
【００９１】
　ステップＳ１１８において、ＣＰＵ１０は、画面書き換え指示が入力されたか否かを判
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断する。そして、画面書き換え指示が入力されたと判別した場合（ステップＳ１１８：Ｙ
ＥＳ）はステップＳ１１９へ処理を移す一方、画面書き換え指示が入力されていないと判
別した場合（ステップＳ１１８：ＮＯ）は、ステップＳ１２１へ処理を移す。
【００９２】
　このステップＳ１１８の処理では、ＣＰＵ１０は、ディープスリープモードのときに画
面書き換え指示の入力、つまり、情報表示装置１のメニューボタン５ｂ、縮小ボタン５ｃ
、拡大ボタン５ｄ、ページ送り次ボタン５ｆ，ページ送り前ボタン５ｇのいずれかのユー
ザによる操作を監視している。
【００９３】
　画面書き換え指示が入力されたと判別した場合（ステップＳ１１８：ＹＥＳ）、ＣＰＵ
１０は、カウンタ２に対してカウント停止を指示する（ステップＳ１１９）。つまり、画
面書き換え指示が入力された場合は、情報表示装置１の動作モードはディープスリープモ
ードから書き換えモードに移行するため、カウンタ２のカウントを停止させる。そして、
この処理が終了するとステップＳ１１４へ処理し、上述したスリープモードのときに画面
書き換え指示が入力された場合と同じ書き換え可能回数再算出処理を実行する。
【００９４】
　一方、画面書き換え指示が入力されていないと判別した場合（ステップＳ１１８：ＮＯ
）のステップＳ１２１において、ＣＰＵ１０は、カウンタ２の計測時間を変数Ｃに保存す
るとともに、変数Ｄの値に変数Ｃの値を加算して、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域にそれ
ぞれ変数Ｃ及び変数Ｄの値を保存する。そして、ＣＰＵ１０は、各省電力モード時の１回
書き換え分の相当時間の情報（図１０（ｄ）参照）からディープスリープモード時におけ
る１回書き換え分の相当時間（つまり、２分）を読み出してステップＳ１２２へ処理を移
す。
【００９５】
　ステップＳ１２２において、ＣＰＵ１０は、ディープスリープモードでの処理時間であ
る変数Ｄの値を参照して、ユーザ設定値である所定時間（例えば、１０分）経過したか否
かを判断する（ステップＳ１２２）。そして、所定時間経過していると判別した場合（ス
テップＳ１２２：ＹＥＳ）はステップＳ１２７へ処理を移す。一方、所定時間経過してい
ないと判別した場合（ステップＳ１２２：ＮＯ）はステップＳ１２３へ処理を移す。この
処理において、ＣＰＵ１０により監視されるステップＳ１２２における前記ユーザ設定値
は、情報表示装置１を自動的にシャットダウンモードに移行させるまでの時間である。な
お、本実施形態におけるステップＳ１２２における前記ユーザ設定値は、ユーザにより任
意の時間が設定可能としているが、ユーザによる時間設定がされていない場合は、例えば
、基準時間（例えば、１０分）として設定されている時間が参照されることになる。
【００９６】
　ステップＳ１２３において、ＣＰＵ１０は、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存され
ている変数Ｃの値を参照して、ディープスリープモードにおける１回書き換え分の相当時
間（ここでは２分）が経過したか否かを判断する。そして、２分経過したと判別した場合
（ステップＳ１２３：ＹＥＳ）はステップＳ１２４へ処理を移す。一方、２分経過してい
ないと判別した場合（ステップＳ１２３：ＮＯ）はステップＳ１２６へ処理を移す。
【００９７】
　ステップＳ１２４において、ＣＰＵ１０は、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存され
ている書き換え可能回数の減算回数を「１回」に設定して、書き換え可能回数再算出処理
（図９参照）を実行する。そして、この処理が終了するとステップＳ１２５へ処理を移す
。また、このステップＳ１２４で書き換え可能回数再算出処理を実行するＣＰＵ１０は、
書き換え処理を行っていない時間をカウントし、１回の書き換え可能回数に換算して書き
換え可能回数を補正する書き換え回数補正部に相当する。
【００９８】
　ステップＳ１２５において、ＣＰＵ１０は、変数Ｃの値をクリア（つまり、“０”）し
てＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存する。
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【００９９】
　そして、ステップＳ１２６において、ＣＰＵ１０は、ユーザにより電源ボタン５ａが操
作されたか否かを判断し、電源ボタン５ａが操作されたと判別した場合（ステップＳ１２
６：ＹＥＳ）はステップＳ１２７へ処理を移す。一方、電源ボタン５ａが操作されていな
いと判別した場合（ステップＳ１２６：ＮＯ）はステップＳ１１８へ処理を移す。
【０１００】
　ステップＳ１２７において、ＣＰＵ１０は、シャットダウンモード移行処理を実行する
。このシャットダウンモード移行処理において、ＣＰＵ１０は、時計用カウンタ１７から
読み出した現在の時刻と、シャットダウンモード移行処理が実行されたことをＥＥＰＲＯ
Ｍ１３の所定の領域に保存する。また、カウンタ１及びカウンタ２に対して停止指示を行
うとともに、書き換え可能回数算出処理で使用される各種変数をＥＥＰＲＯＭ１３の所定
の領域に保存して、書き換え可能回数算出処理を終了する。
【０１０１】
　次に、書き換え可能回数算出処理のステップＳ１０４で実行される非充電初期設定処理
について、図７を参照して説明する。
【０１０２】
　まず、ステップＳ２０１において、ＣＰＵ１０は、上述したシャットダウンモード移行
処理（書き換え可能回数算出処理、ステップＳ１２７）でＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域
に保存されたシャットダウンモード移行処理の実行を参照して、シャットダウンモードか
らの復帰か否かを判別する。そして、シャットダウンモードからの復帰であると判別した
場合（ステップＳ２０１：ＹＥＳ）はステップＳ２０２へ処理を移す。一方、シャットダ
ウンモードからの復帰ではないと判別した場合（ステップＳ２０１：ＮＯ）はステップＳ
２０５へ処理を移す。
【０１０３】
　ステップＳ２０２において、ＣＰＵ１０は、時計用カウンタ１７から現在の時刻を読み
出す。そして、現在の時刻とシャットダウンモード移行処理でＥＥＰＲＯＭ１３の所定の
領域に保存されている時刻とにより、シャットダウンモードでの経過時間を算出して、Ｅ
ＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存されているシャットダウンモードの累計時間に加算し
て保存する。
【０１０４】
　そして、ステップＳ２０３において、ＣＰＵ１０は、各省電力モード時の１回書き換え
分の相当時間の情報（図１０（ｄ）参照）から、シャットダウン時の１回書き換え相当時
間（ここでは３時間３０分）を読み出して、ステップＳ２０２で算出したシャットダウン
モードの累計時間と比較して、シャットダウン時の１回書き換え相当時間以上か否かを判
断する。そして、１回書き換え相当時間以上であると判別した場合（ステップＳ２０３：
ＹＥＳ）は、ステップＳ２０４へ処理を移す。一方、１回書き換え相当時間以上ではない
と判別した場合（ステップＳ２０３：ＮＯ）はステップＳ２０５へ処理を移す。
【０１０５】
　ステップＳ２０４において、ＣＰＵ１０は、書き換え可能回数再算出処理（図９参照）
を実行する。このステップＳ２０４の処理においては、ＣＰＵ１０は、ステップＳ２０２
で算出したシャットダウンモードの累計時間が何回分の１回書き換え相当時間（図１０（
ｄ）参照）に相当するかを判定する。
【０１０６】
　具体的に説明すると、例えば、シャットダウンモードの累計時間が「８時間」だとする
と、シャットダウンモード時の１回書き換え相当時間は「３時間３０分」（図１０（ｄ）
参照）に対して、２回分以上に相当する時間であると判定される。そして、ここで判定さ
れた２回が減算回数として設定されて、後述の書き換え可能回数再算出処理（図９参照）
が実行されることになる。
【０１０７】
　さらに、このステップＳ２０４において、ＣＰＵ１０は、ステップＳ２０２で算出した
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シャットダウンモードの累計時間から減算回数分のシャットダウンモード時の１回書き換
え相当時間を減算した値を、新たなシャットダウンモードの累計時間としてＥＥＰＲＯＭ
１３の所定の領域に保存する。そして、この処理が終了するとステップＳ２０５へ処理を
移す。
【０１０８】
　なお、上記ステップＳ２０４で書き換え可能回数再算出処理を実行するＣＰＵ１０は、
上述したステップＳ１２４で書き換え可能回数再算出処理を実行したときと同様に、書き
換え処理を行っていない時間をカウントし、１回の書き換え可能回数に換算して書き換え
可能回数を補正する書き換え回数補正部に相当する。
【０１０９】
　ステップＳ２０５において、ＣＰＵ１０は、電源制御部１５から電池７の電池電圧を検
出する。そして、ステップＳ２０６において、ＣＰＵ１０は、電源制御部１５からの充電
途中信号を受信したか否かを判断して、充電途中信号を受信していないと判別した場合（
ステップＳ２０６：ＮＯ）はステップＳ２１０へ処理を移す。一方、充電途中信号を受信
したと判別した場合（ステップＳ２０６：ＹＥＳ）はステップＳ２０７へ処理を移す。
【０１１０】
　このステップＳ２０６において判断される充電途中信号は、外部電源からの電力供給に
より電源制御部１５（図４参照）が電池７の充電を制御し、なおかつ、電池７への充電完
了信号を受信する前に充電が中止された場合に、電源制御部１５からＣＰＵ１０に送信さ
れる信号である。
【０１１１】
　ステップＳ２０７において、ＣＰＵ１０は、上記ステップＳ２０６において、充電途中
信号を受信したことをＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に記憶する。
【０１１２】
　そして、ステップＳ２０８において、ＣＰＵ１０は、上記ステップＳ２０５で検出した
電池電圧が所定電圧（つまり、３．６Ｖ）以上か否かを判断して、電池電圧が所定電圧以
上と判別した場合（ステップＳ２０８：ＹＥＳ）はステップＳ２０９へ処理を移す。一方
、電池電圧が所定電圧以上でないと判別した場合（ステップＳ２０８：ＮＯ）はステップ
Ｓ２１１へ処理を移す。
【０１１３】
　ステップＳ２０９において、ＣＰＵ１０は、電池電圧３．６Ｖ以上のときの書き換え可
能回数の情報（図１１参照）を参照して、検出した電池電圧に応じた書き換え可能回数を
決定し、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存する。そして、非充電初期設定処理を終了
する。
【０１１４】
　すなわち、上記ステップＳ２０６～２０９の処理では、電池７への充電完了信号を受信
する前に充電が中止された場合は、現在の電池７の電池電圧が３．６Ｖ以上であることを
条件として、図１１に示す電池電圧３．６Ｖ以上のときの書き換え可能回数の情報に基づ
いて書き換え可能回数を決定している。
【０１１５】
　ステップＳ２１０において、ＣＰＵ１０は、上記ステップＳ２０５で検出した電池電圧
が所定電圧（つまり、３．５Ｖ）以下か否かを判断して、電池電圧が所定電圧以下と判別
した場合（ステップＳ２１０：ＹＥＳ）はステップＳ２１１へ処理を移す。一方、電池電
圧が所定電圧以下でないと判別した場合（ステップＳ２１０：ＮＯ）は非充電初期設定処
理を終了する。
【０１１６】
　ステップＳ２１１において、ＣＰＵ１０は、電池電圧３．５Ｖ以下のときの書き換え可
能回数の情報（図１０（ｃ）参照）を参照して、検出した電池電圧に応じた書き換え可能
回数を決定し、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存する。そして、非充電初期設定処理
を終了する。
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【０１１７】
　このステップＳ２０７の処理は、本実施形態で電池７として用いられるリチウムイオン
電池の放電負荷特性を考慮したものであり、図１２に示すように、リチウムイオン電池の
放電負荷特性として、電池電圧が３．５Ｖ以下の領域Ｐでは極端に放電負荷特性が加速す
る。この結果、書き換え可能回数算出処理（図５、図６参照）で算出した書き換え可能回
数と、実際の電池残量に応じた書き換え可能回数との間に誤差が生じる虞がある。そのた
め、本実施形態においては、電池７の電池電圧が３．５Ｖ以下になったことを条件として
、電池電圧３．５Ｖ以下のときの書き換え可能回数の情報（設定残量情報、図１０（ｃ）
参照）に基づいて書き換え可能回数を決定するのである。
【０１１８】
　ここで、書き換え可能回数算出処理のステップＳ１１５で実行されるスリープモード時
間積算処理について、図８を参照して説明する。
【０１１９】
　まず、ステップＳ３０１において、ＣＰＵ１０は、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保
存されている変数Ａとカウンタ１の値（つまり、３秒）を加算してＥＥＰＲＯＭ１３の所
定の領域に保存する。そして、ＣＰＵ１０は、各省電力モード時の１回書き換え分の相当
時間の情報（図１０（ｄ）参照）から、スリープモード時の１回書き換え相当時間（つま
り、１２秒）を読み出す。
【０１２０】
　ステップＳ３０２において、ＣＰＵ１０は、スリープモードでの経過時間を算出する。
すなわち、Ｓ３０１で算出された変数ＡとＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存されてい
る変数Ｂとの値を加算して、新たなスリープモードでの経過時間として変数ＢをＥＥＰＲ
ＯＭ１３の所定の領域に保存する。
【０１２１】
　そして、ステップＳ３０３において、ＣＰＵ１０は、スリープモードでの経過時間（つ
まり、変数Ｂの値）が１２秒以上か否かを判断する。そして、１２秒以上でないと判別し
た場合（ステップＳ３０３：ＮＯ）はスリープモード時間積算処理を終了する。一方、１
２秒以上であると判別した場合（ステップＳ３０３：ＹＥＳ）は、ＣＰＵ１０は、ステッ
プＳ３０４において、ＣＰＵ１０は、書き換え可能回数再算出処理を実行する。
【０１２２】
　上記ステップＳ３０４の処理において、ＣＰＵ１０は、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域
に保存されている書き換え可能回数の減算回数を「１回」に設定して、書き換え可能回数
再算出処理（図９参照）を実行する。そして、この処理が終了するとステップＳ３０５へ
処理を移す。
【０１２３】
　なお、上記ステップＳ３０４で書き換え可能回数再算出処理を実行するＣＰＵ１０は、
上述したステップＳ１２４及びステップＳ２０４で書き換え可能回数再算出処理を実行し
たときと同様に、書き換え処理を行っていない時間をカウントし、１回の書き換え可能回
数に換算して書き換え可能回数を補正する書き換え回数補正部に相当する。
【０１２４】
　ステップＳ３０５において、ＣＰＵ１０は、カウンタ１を停止及びリセット（つまり、
“０”）する。そして、ステップＳ３０６において、ＣＰＵ１０は、スリープモードでの
経過時間からスリープモード時の１回書き換え相当時間（つまり、１２秒）を減算した値
を、新たなスリープモードでの経過時間としてＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存する
。そして、この処理が終了するとスリープモード時間積算処理を終了する。
【０１２５】
　最後に、書き換え可能回数算出処理（図５及び図６）のステップＳ１１４及びステップ
Ｓ１２４、非充電初期設定処理（図７）のステップＳ２０４、スリープモード時間積算処
理（図８）のステップＳ３０４で実行される書き換え可能回数再算出処理について、図９
を参照して説明する。
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【０１２６】
　まず、ＣＰＵ１０は、ステップＳ４０１でＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存されて
いる書き換え可能回数を読み出し、ステップＳ４０２で書き換え可能回数から設定された
減算回数を減算する。そして、ステップＳ４０３で減算された書き換え可能回数をＥＥＰ
ＲＯＭ１３の所定の領域に保存する。
【０１２７】
　そして、ステップＳ４０４において、ＣＰＵ１０は、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に
、充電途中信号を受信したことが記憶されているか否かを判断して、充電途中信号を受信
していないと判別した場合（ステップＳ４０４：ＮＯ）は書き換え可能回数再算出処理を
終了する。一方、充電途中信号を受信していると判別した場合（ステップＳ４０４：ＹＥ
Ｓ）はステップＳ４０５へ処理を移す。
【０１２８】
　ステップＳ４０５において、ＣＰＵ１０は、上記ステップＳ４０１～ステップＳ４０３
の処理において、算出された書き換え可能回数が、初めて５００回以下になったか否かを
判断して、初めて５００回以下になったと判別した場合（ステップＳ４０５：ＹＥＳ）は
ステップＳ４０６へ処理を移す。一方、５００回以下ではないと判別した場合（ステップ
Ｓ４０５：ＮＯ）は書き換え可能回数再算出処理を終了する。
【０１２９】
　ステップＳ４０６において、ＣＰＵ１０は、電源制御部１５から電池７の電池電圧を検
出する。そして、ステップＳ４０７において、ＣＰＵ１０は、上記ステップＳ４０６で検
出した電池電圧が所定電圧（つまり、３．５Ｖ）以下か否かを判断して、電池電圧が所定
電圧以下と判別した場合（ステップＳ４０７：ＹＥＳ）はステップＳ４０８へ処理を移す
。一方、電池電圧が所定電圧以下でないと判別した場合（ステップＳ４０７：ＮＯ）は書
き換え可能回数再算出処理を終了する。
【０１３０】
　ステップＳ４０８において、ＣＰＵ１０は、電池電圧３．５Ｖ以下のときの書き換え可
能回数の情報（図１０（ｃ）参照）を参照して、検出した電池電圧に応じた書き換え可能
回数を決定し、ＥＥＰＲＯＭ１３の所定の領域に保存する。そして、書き換え可能回数再
算出処理を終了する。
【０１３１】
　このステップＳ４０８の処理は、本実施形態において、電池７への充電が途中で中断さ
れた状態（つまり、充電途中信号を受信した状態）で情報表示装置１を使用する場合に、
書き換え可能回数が初めて５００回以下となり、なおかつ、電位電圧が３．５Ｖ以下であ
ることを条件として、電池電圧３．５Ｖ以下のときの書き換え可能回数の情報（設定残量
情報、図１０（ｃ）参照）に基づいて書き換え可能回数の補正を行い、より正確な電池残
量表示を行うための処理である。
【０１３２】
　上述してきた実施形態によれば、不揮発性表示部２に表示される電池残量表示により、
より正確な電池残量を知ることができるので、充電できない室外等にユーザが情報表示装
置１を携帯して使用する場合でも、電池７の電池切れによる電子書籍等の閲覧が中断され
る時期を正確に知ることができ、また、電池７への充電のタイミングを計ることが可能と
なる。
【０１３３】
　また、本実施形態においては、書き換え処理を実行しない状態、つまり、スリープモー
ド、ディープスリープモード、シャットダウンモードなどの動作モードにおいても、各動
作モードでの経過時間に応じた消費電流を算出して、それぞれの動作モードで算出した消
費電流が１回分の書き換え消費電流以上の場合に、書き換え可能回数を減算することでよ
り正確な電池残量表示を行えるようにしているが、これに限定されるものではなく、例え
ば、各動作モードの消費電流を合算して、合算した消費電流が１回分の書き換え消費電流
以上になった場合に、書き換え可能回数を減算することでより誤差の少ない正確な電池残
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量表示を行うことができる。
【０１３４】
　なお、本実施形態においては、電池７の電池残量を図３（ａ）に示すように、電池の図
柄を模した電池メータと書き換え可能回数とを、同時に電池残量情報として表示するよう
にしたが、これに限定されるものではなく、例えば、電池メータだけを表示してもよいし
、また、書き換え可能回数のみを表示してもよい。さらに、ユーザが任意に電池残量情報
の表示を選択できるようにすることもできる。
【０１３５】
　また、本実施形態においては、電池７の周辺温度は２０℃と仮定した放電負荷特性（図
１２参照）を用いて、極端に放電負荷特性が加速する所定電圧を３．５Ｖと設定したが、
電池７に用いられるリチウムイオン電池は、周辺温度によってその放電負荷特性が変化す
るものである。そこで、電池７の周辺温度を検出するための温度計を備え、例えば、周辺
温度が０℃の場合は、図１３に示す電池７の周辺温度が０℃の場合の放電負荷特性にあわ
せて極端に放電負荷特性が加速する所定電圧を決定することもできる。つまり、電池７の
周辺温度に応じた放電負荷特性を複数記憶しておき、情報表示装置１を使用する際の電池
７の周辺温度に応じた放電負荷特性に基づいて放電負荷特性が極端に加速する所定電圧を
決定することもできる。
【０１３６】
　なお、本実施形態においては、電池７の満充電容量は、充電完了時は一定（例えば、１
１００ｍＡｈ）として書き換え可能回数を算出するようにしている。しかし、電池７にリ
チウムイオン電池を用いた場合は、図１４に示すように、リチウムイオン電池の充放電サ
イクル特性は約３００回の充放電を行うと、新品の時と比較して約２０％充電容量が低下
する。そして、一般には３００回の充放電がリチウムイオン電池の使用限界として設定さ
れることが多い。このため、リチウムイオン電池の充放電サイクル特性を考慮して、例え
ば、電池７の満充電の回数をカウントして、３０回毎に充電容量を２％減少させて書き込
み可能回数を算出するようにするとよい。そして、電池７の満充電の回数をカウントする
ことで、充電の回数が３００回に到達した時点で、不揮発性表示部２において、ユーザに
電池交換を促すメッセージなどを表示することも可能である。
【０１３７】
　また、本実施形態においては、電池７の充電完了を検出した状態において、情報表示装
置１が使用されるものとして、充電完了時の電池容量における書き換え可能回数を算出し
ているが、毎回充電完了まで電池７へ充電されるとは限らず、充電途中の状態で、電池７
が電源として使用される可能性もある。そこで、充電完了に満たない状態で外部電源の供
給が中止された場合でも、例えば、電池７としてリチウムイオン電池が使用された場合は
、それまでの充電時間や電池７の電池電圧を測定して、リチウムイオン電池の充電特性（
図示せず）などを加味した上で、電池７の電池容量を導出して、導出した電池容量に応じ
た書き換え可能回数を算出することで、書き換え可能回数に応じた電池残量表示を正確に
表示することが可能となる。
【０１３８】
　また、本実施形態においては、電池７としてリチウムイオン電池を用いる場合で説明し
てきたが、これに限定されるものではなく、充電可能な二次電池として、ニッカド電池、
ニッケル水素電池などを用いてもよい。そして、その場合は、用いられた二次電池の放電
負荷特性、充放電サイクル特性、充電特性に応じて書き換え可能回数を算出することで、
電池残量表示を正確に表示することができる。
【０１３９】
　本発明を、上述してきた実施形態を通して説明したが、本実施形態の情報表示装置１に
よれば、以下の効果が期待できる。
【０１４０】
　（１）電源からの電力供給が断たれたときでも表示を維持する不揮発性表示部２と、不
揮発性表示部２の表示内容の書き換え処理を行う表示制御部１４と、を備えた情報表示装
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置１において、電源として用いられる電池７を充電する電源制御部１５（充電部）と、電
池７への充電完了を検出する電源制御部１５（充電完了検出部）と、この電源制御部１５
（充電完了検出部）によって電池７への充電完了を検出した後に表示制御部１４（表示処
理部）によって行われる書き換え処理の回数をカウントするとともに、前記書き換え処理
の回数に基づいて、電池７の電池残量の情報を導出するＣＰＵ１０（書き換え回数カウン
ト部、電池残量導出部）と、ＣＰＵ１０（電池残量導出部）によって導出された電池残量
の情報の表示処理を行う表示制御部１４（電池残量表示処理部）と、を備えた構成として
いるため、ユーザは情報表示装置１における電池７のより正確な電池残量を知ることがで
きる。従って、例えば、充電できない室外等にユーザが情報表示装置１を携帯して使用す
る場合でも、電池切れによる閲覧中止の時期を正確に知ることができ、また、充電のタイ
ミングを計ることが可能となる。
【０１４１】
　（２）電池の電圧を検出する電源制御部１５（電池電圧検出部）と、所定値以下の電池
の電圧に対応して予め規定した設定残量情報が電池の電圧と関連づけて記憶されたＲＯＭ
１１（第２記憶部）と、を備え、ＣＰＵ１０（電池残量導出部）は、電源制御部１５（電
池電圧検出部）で検出した電池７の電圧が所定値以下になったとき、ＲＯＭ１１（第２記
憶部）に記憶した設定残量情報（図１０（ｃ））を、電池残量の情報とするので、充電可
能な二次電池の電池電圧が所定値以下となり、極端に放電負荷特性が加速した場合でも正
確な電池残量の情報を表示することができる。
【０１４２】
　（３）書き換え処理を行っていない時間をカウントするカウンタ１９（カウント部）と
、このカウンタ１９（カウント部）によるカウント値を書き換え処理の回数に対応する値
に換算し、当該換算値によって、書き換え回数カウント部として機能してカウントした書
き換え処理の回数を補正するＣＰＵ１０（書き換え回数補正部）と、を備えているので、
例えば、書き換え処理あまり行わない状態で情報表示装置１を使用した場合でも、電池７
の正確な電池残量を表示することができる。
【０１４３】
　（４）書き換え処理に必要な消費電力の情報を記憶するＲＯＭ１１（記憶部）を備え、
ＣＰＵ１０（電池残量導出部）は、書き換え処理の回数と消費電力の情報とに基づいて、
電池の電池残量の情報を導出するので、書き換え処理の回数だけではなく、書き換え処理
に必要な消費電力にも基づいたより正確な電池残量の情報を表示することができる。
【０１４４】
　（５）ＲＯＭ１１（記憶部）は、不揮発性表示部２の全表示領域の書き換え処理に必要
な消費電力の情報である第１消費電力情報と、不揮発性表示部２の一部の表示領域の書き
換え処理に必要な消費電力の情報である第２消費電力情報（図１０（ｅ））を記憶してお
り、ＣＰＵ１０（電池残量導出部）は、全表示領域の書き換え処理の回数と第１消費電力
情報とを乗算した結果と、一部の表示領域の書き換え処理の回数と第２消費電力情報とを
乗算した結果とに基づいて、電池７の電池残量の情報を導出するので、例えば、不揮発性
表示部２の一部の表示領域の書き換え処理が多かった場合でも、正確な電池残量を導出す
ることができる。
【０１４５】
　（６）ＣＰＵ１０（電池残量導出部）は、電池残量の情報として、書き換え処理が可能
な回数を導出することで、ユーザはより具体的に情報表示装置１の電池残量を把握するこ
とができる。
【０１４６】
　以上、本発明の実施形態のいくつかを図面に基づいて詳細に説明したが、これらは例示
であり、当業者の知識に基づいて種々の変形、改良を施した他の形態で本発明を実施する
ことが可能である。
【符号の説明】
【０１４７】
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１　情報表示装置
２　不揮発性表示部
４　操作ボタン
７　電池
８　メモリカード
１０　ＣＰＵ
１１　ＲＯＭ
１２　ＲＡＭ
１３　ＥＥＰＲＯＭ
１４　表示処理部
１５　電源制御部
１７　時計用カウンタ
１９　カウンタ

【図１】 【図２】
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